
（別紙３）

～ 令和　８年　3月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 3

～ 令和　８年　3月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現在行っていることは継続しつつ、事業所内だけではな

く、保育所や幼稚園、ご家庭との連携をとっていく。

2

児童来所時に一連の工程がスムーズに行え

るよう荷物の置く所の環境的配慮と構造化を

目指している。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

放課後等デイサービスとの利用定員の兼ね合いもあり、

現在の利用児童数から定員を増やすことは難しいが、職

員も含めて活動を計画・実施していくことで集団での活

動を行えるようにしていく。

2

3

○事業所名 　ハートアイランド

○保護者評価実施期間
令和　7年　4月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　7年　4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　4月１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

お子様一人ひとりの課題に合わせた個別課題の実施

保護者様のニーズやお子様の特性・課題に合わせた課題

の作成・設定を行っています。

現状の課題だけでなく、お子様の就学も見据えた内容を

心がけています。

生活空間の構造化。事業所の設備等、特性に

応じたバリアフリー化や情報伝達等、環境上へ

の配慮

事業所内の棚や扉・床面等、児童の怪我が予

測されるところにクッションやすき間の指挟み

防止シートを設置している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用児童数が少なく、集団での活動の実施が難しく、社

会性やルール・順番に対する課題の設定ができない

曜日によって児童数が異なる為、最大でも３人の利用に

留まっている。

事業所における自己評価総括表公表


